
担当教諭： 石澤　里奈
1 ． 履修の在り方
履修学年：１学年 アボガ ： １組～８組 単位数 ： 2

2 ． 概要及び目標

3 ． 使用教科書教材等
普通アボガ： 東京書籍　新編　情報Ⅰ ， 教科書準拠　資料チれセ
特進アボガ： 東京書籍　情報Ⅰ　ⅠtⅳⅾⅴⅽrwⅯrⅲ℮ ,  教科書準拠　学習チれセ

4 ． 授業の展開と形態
単独アボガで行い、主にウンデヘれタ教室を使用する。

5 ． 評価方法
単元スガセ，提出物，発表，ィマれナワれアでの成果物

6 ． 評価規準

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取
り組む態度

ȍ情報やピズゖゕの特性を踏まえ、情報と情報技術を活用して問題を発
見・解決する方法を身に付ける。
Ȏ情報に関する法規や制度、情報ギキヘポスゖの重要性、情報社会におけ
る個人の責任及び情報フボマについて理解している。
ȏ情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影響について理解している。

ȍ目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題
を発見・解決する方法について考えている。
Ȏ情報に関する法規や制度及びパソれの意義、情報社会において個人の果
たす役割や責任、情報フボマなどについて、それらの背景を科学的に捉え
考察している。
ȏ情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望ましい情報社会の構築につ
いて考察している。

ȍ情報社会の問題を発見することを通して、より広く深い学びに取り組
み、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用しようとしている。
Ȏ情報フボマに配慮して情報社会に主体的に参画しようとしている。
ȏ情報と情報技術を活用した問題解決を通して、望ましい情報社会の構築
に寄与しようとしている。

１章
情報で問題を
解決する

科
目
の
目
標

単
元
の
評
価
規
準

１学年　情報Ⅰ　オボッガ

　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行
う学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能

思考力、判断力、
表現力等
学びに向かう力、
人間性等

効果的なウヒヘゾイれオペンの実現、ウンデヘれタやズれタの活用について理
解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との関わりについて理解を深
めるようにする。
様らな事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報
と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。



ȍピズゖゕとウヒヘゾイれオペン手段について、その変遷も踏まえて科学
的に理解している。
Ȏウンデヘれタ内での情報の扱い方や、数値、文字、音、画像といった情
報のズカタマ化の方法及びズカタマズれタの特徴について理解している。
ȏ情報ズォ゗ンが人や社会に果たしている役割を理解し、ウンスンシ制作
において表現するための技能を身に付けている。

ȍピズゖゕとウヒヘゾイれオペン手段について、目的や受け手の状況に応
じて考え、適切に表現することができる。
Ȏ数値、文字、音、画像といった情報のズカタマ化において、適切な方法
を用いて表現できる。
ȏ情報ズォ゗ンやウンスンシ設計において目的や状況に応じて設計、制
作、実行、評価、改善ができる。

ȍピズゖゕとウヒヘゾイれオペン手段について、その変遷や特徴について
科学的に理解しようと粘り強く取り組もうとしている。
Ȏズカタマズれタの特徴について理解し、情報のズカタマ化について適切
に考え、粘り強く取り組もうとしている。
ȏ情報ズォ゗ンやウンスンシ設計における各授業及び一連の活動を振り返
ることを通して、自らの学習を調整しようとしている。

ȍウンデヘれタの構成とソトゼ゚ゕの種類や、処理の仕組みと論理回路
につい理解している。
Ȏゕマェポキビをトムれチブれセで表現する技能を身につけている。
ȏナムィボヒンィによってウンデヘれタや情報通信ダザセワれアを活用す
る方法について理解し、技能を身につけている。
Ȑ社会や自然などにおける事象をフズマ化し、オヒヘミれオペンする方法
を理解している。

２章
情報を伝える

３章
ウンデヘれタ
を活用する

４章
ズれタを活用
する

知識・技能

思考・判断・表現

単
元
の
評
価
規
準

ȍ目的に応じたゕマェポキビを考え、適切な方法で表現することができ
る。
Ȏナムィボヒンィによりウンデヘれタや情報通信ダザセワれアを活用し、
その過程において適切な方法を考えることができる。
ȏ目的に応じたフズマ化やオヒヘミれオペンを行い、その結果を踏まえて
問題の適切な解決方法を考えることができる。

ȍ問題の発見・解決にウンデヘれタを積極的に活用しようとしている。
Ȏ身近な問題を解決するナムィボヒンィにおいて試行錯誤しながら粘り強
く取り組み、その結果を評価し、改善しようとしている。
ȏ身近な問題を解決するオヒヘミれオペンに試行錯誤しながら粘り強く取
り組み、その結果を評価・改善しようとしている。

ȍ情報通信ダザセワれアの仕組みやナムセウマの役割及び情報ギキヘポ
スゖを確保するための方法や技術について理解している。
Ȏズれタを問題の発見・解決に活用するために、ズれタを収集、整理、分
析する一連のズれタ処理の流れ及び、ズれタの種類について理解してい
る。
ȏズれタに含まれる欠損値の扱いやズれタを整理、変換する必要性や、基
礎的な分析及び可視化の方法を理解するとともに、技能を身につけてい
る。

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取
り組む態度

知識・技能

主体的に学習に取
り組む態度
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学
期 月 学習内容 時

間 主な学習内容

主体的に学習に取
り組む態度

モ)知コは)知識・技能コ、)思コは)思考・判断・表現コ、)主コは)主体的に学習に取り組む態
度コを表す。
モ)Nコは)評定に用いるウ記録に残すェ評価コ、)Oコは)学習改善につなげるウ指導に生かすェ
評価コを表す。

４章
ズれタを活用
する

単
元
の
評
価
規
準

ȍ目的や状況に応じて、情報通信ダザセワれアにおける必要な構成要素を
選択するとともに、情報ギキヘポスゖを確保する方法について考えること
ができる。
Ȏ必要なズれタの収集について、選択、判断し、それに応じて適切なズれ
タの整理や変換の方法を判断することができる。
ȏズれタの分析の目的に応じた方法を選択、処理したり、その結果につい
て可視化を行うことにより、ズれタに含まれる傾向を見いだし、表現する
ことができる。

ȍ問題の発見・解決においてズれタを活用するために、適切なズれタの選
択や整理の仕方について粘り強く取り組み、試行錯誤しながら評価、改善
しようとしている。
Ȏズれタの分析や可視化の方法や、それを基にした解釈の仕方について粘
り強く取り組み、試行錯誤しながら評価、改善しようとしている。

思考・判断・表現

・情報Ⅰの学習目標を理解する。
・⅝⅐教室の利用方法を理解する。ゝポ゛ンスれオペン

・情報とは何か，またその特性を理
解する
・情報の信憑性の評価について理解
する。
・各種ピズゖゕの特性を理解する。

・問題を発見・解決するための一連
の流れを理解する。
・問題の発見・解決に情報技術が活
用できることを理解する。
・問題解決の各場面で活用できる発
想法を学習する。
・情報社会で生活していくための情
報フボマを理解する。
・情報社会の安全を守るための，法
規や制度および個人の責任について
学習する。
・個人情報とはどのようなものか理
解する。
・Ⅰ⅛Ⅰを通して個人情報が流出・特定
される仕組みを学習する。
・Ⅰ⅛Ⅰ等の不適切な使い方による問題
を理解する。
・ソれオブマ゛ンカゾゕポンィによ
り不正に情報が盗まれることを理解
する。

ℾℭ情報とピズゖゕの
特性[ⅾ℻⅃]

ℿℭ問題解決の流れ
[p.8]

⅀ℭ発想法[ⅾ℻ℾℽ]

⅁ℭ情報フボマ[ⅾ℻ℾℿ]
⅂ℭ個人情報の流出
[p.14]

⅃ℭ傷つかない傷つけ
ないために[ⅾ℻ℾ⅃]

⅄ℭ著作権[ⅾ℻ℾⅅ] ・著作権について理解する。
・引用の仕方を理解する。

る問題を発見・解決するための一連の流
れを理解できる。[知]
Oドミれンガセれヒンィ，⅘⅗法の手法を
身につけている。[知]
O粘り強く，多様な意見をまとめようと
している。[主]
O情報に関する法規や制度があることを
理解できる。[知]
O個人情報とはどのようなものか理解で
きる。[知]
O個人情報が流出・特定される仕組みを
理解できる。[知]
る情報フボマに配慮して情報を発信する
ことができる。[思]
るⅠ⅛Ⅰ等で加害者や被害者にならないため
の対応が判断できる。[思]
Oギキヘポスゖ上よいとされるツガワれ
ゼはどのようなものか判断できる。[思]
る著作権の内容を理解できる。[知]
O正しい引用で表現できる。[思]
る学校で利用できる著作物を判断でき
る。[思]

4

5

評価の観点

る情報の特性から，情報とは何か理解し
たうえで、今後に活かそうとしている。
[思]
O情報やピズゖゕの特性を理解できる。
[知]
O各ピズゖゕのピポザセ，ズピポザセが
判断できる。[思]



3

2

ℾℾℭウヒヘゾイれ
オペン手段の変化
[p.34]

ℵやℶガパれセト゜ン
がない時代の生活
ℾℿℭダザセウヒヘゾ
イれオペンの特徴
[p.36]

・ピズゖゕとウヒヘゾイれオペンの
変遷について学習する。
・ピズゖゕの特性について学習す
る。
・近年のソれオブマピズゖゕによる
人のつながりを理解する。
・ダザセウヒヘゾイれオペンの特徴
である記録性や匿名性について学習
する。

・個人情報とは何か理解する。
・個人情報が流出・特定される仕組
みについて学習する。
・知的財産とは何か学習する。
・著作権と産業財産権について学習
し，構造化で表現する

ⅅℭ情報技術の発展
[p.20]

ℵやℶ電子パダれと現
金の比較
ⅆℭ情報化と私たちの
生活の変化[ⅾ℻ℿℿ]
ℾℽℭよりよい情報社
会へ[ⅾ℻ℿ⅁]

O情報技術による社会・生活の変化が理解でき
る。[知]
O情報化による健康への影響などの)影コの部
分を理解できる。[知]
Oズカタマズッ゗ゼを理解できる。[知]
る電子パダれと現金のピポザセとズピポザセを
考えることができる。[思]
Oエ゗ッれ犯罪への対応を判断できる。[思]

Oピズゖゕの特性とウヒヘゾイれオペン手段の
特徴を，その変遷も踏まえて理解できる。
[知]
Oダザセウヒヘゾイれオペンの特性を理解でき
る。[知]
O匿名性のピポザセ，ズピポザセを理解でき
る。[知]
るピズゖゕの特性とウヒヘゾイれオペン手段の
特徴から適切な情報の表現ができる。[思]
る通信ピズゖゕの進歩による社会や生活の変化
を考えることができる。[思]
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・ベゾッれエマズォ゗ンについて学
習する。
・ベれォ゗ンタト゚れガについて学
習する。

・ズカタマズれタとは何か学習す
る。
・ズカタマズれタのピポザセとズピ
ポザセを理解する。
・ℿ進法と情報の単位について学習す
る。
・文字のズカタマ表現について学習
する。
・音，画像，動画のズカタマ化につ
いて学習する。
・ズカタマでの色の原理を理解す
る。
・ズカタマ情報の品質の違いについ
て学習する。
・ズれタの圧縮について学習する。

・情報ズォ゗ンとは何か学習する。
・情報ズォ゗ンの方法である抽象
化，可視化，構造化を理解する。
・学校のWⅳⅰエ゗セがどのような階層
構造になっているか調べる。
・情報ズォ゗ンの方法を使って分か
りやすい文書を作成する。

ℾ⅀ℭズカタマの世界
へ[ⅾ℻⅀ⅅ]
ℵやℶゕソムィ表示と
ズカタマ表示の比較
ℾ⅁ℭ数値と文字のズ
カタマ表現[ⅾ℻⅁ℽ]
ℾ⅂ℭ音と画像のズカ
タマ表現[ⅾ℻⅁ℿ]
ℾ⅃ℭ色と動画のズカ
タマ表現[ⅾ℻⅁⅁]
ℾ⅄ℭ目的に応じたズ
カタマ化[ⅾ℻⅁⅃]

ℾⅅℭ情報ズォ゗ン
[p.48]

ℾⅆℭベゾッれエマズ
ォ゗ン[ⅾ℻⅂ℽ]

るウンデヘれタの基本構成を理解でき
る。[知]
る基本ソトゼ゚ゕと応用ソトゼ゚ゕ
の役割を理解できる。[知]
る⅐⅝Ⅲでのナムィボビの実行の仕組みを理
解できる。[知]
るナムィボビとゕマェポキビの関係を理
解できる。[知]
るトムれチブれセでゕマェポキビを表現
することができる。[知]
るナムィボビを作ることができる。[知]
るナムィボビを構成する変数を理解でき
る。[知]
る分岐構造と反復構造を含んだナムィボ
ビを作ることができる。[思]
る粘り強く，ナムィボビを作ろうとして
いる。[主]

・情報ズォ゗ンのナムギガを理解す
る。
・情報ズォ゗ンのナムギガを活用す
る方法を身につける。
・ズォ゗ン思考に基づいた分析を理
解する。

ℿℽℭ情報ズォ゗ンの
流れ[ⅾ℻⅂ℿ]

ℿℾℭウンデヘれタと
は何か
ℿℿℭソトゼ゚ゕの
仕組み
ℿ⅀ℭ演算の仕組みと
ウンデヘれタの限界

・ウンデヘれタの基本構成を理解す
る・ソトゼ゚ゕの種類について学
ぶ・ウンデヘれタの処理の基本的な
回路と演算の仕方について学ぶ

るℿ進法，ℾℽ進法，ℾ⅃進法の仕組みが理解
できる。[知]
る文字ウれゼが理解できる。[知]
るズカタマ化の標本化，量子化，符号化
が理解できる。[知]
る光と色の三原色を理解できる。[知]
る動画の仕組みが理解できる。[知]
O画像や音声の圧縮形式を理解できる。
[知]
るズカタマズれタとゕソムィズれタを区
別できる。[思]
るズカタマ情報とゕソムィ情報のピポザ
セとズピポザセを考えることができる。
[思]
O画像や音声の圧縮形式は何であるか判
断できる。[思]

ℿ⅁ゕマェポキビの表
現[ⅾ℻⅃ⅅ]
ℵ問題ℶ通学方法の判
断
ℿ⅂ナムィボビの基本
構造ℾ[ⅾ℻⅄ℽ]
ℵ問題ℶ円と三角形の
面積
ℿ⅃ナムィボビの基本
構造ℿ[ⅾ℻⅄ℿ]

・ゕマェポキビの必要性を理解す
る。
・ゕマェポキビの表現方法について
学習する。
・ナムィボビの作り方について学習
する。
・ナムィボビの制御構造について学
習する。

6

Oベゾッれエマズォ゗ンについて理解で
きる。[知]
Oベれォ゗ンタト゚れガの問題点を考え
ることができる。[思]

O情報ズォ゗ンの目的を理解できる。
[知]
O抽象化，可視化，構造化の方法を理解
できる。[知]
る情報を整理し，適切に構造化・可視化
して表現できる。[思]
る粘り強く，分かりやすい文書を作ろう
としている。[主]

る情報ズォ゗ンのナムギガを理解でき
る。[知]
Oズォ゗ン思考に基づいた分析を理解で
きる。[知]
O想定したベれォの考えや行動を分析で
きる。[思]
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・情報通信ダザセワれアとは何か学
習する。
・⅙A⅛とWA⅛の違いを学習する。
・ナムセウマと，そのℾつとして
Ⅱ⅐⅝ℼ⅖⅝について学習する。
・ダザセワれアを構成するヂれゼ
゙゚ゕについて学習する。
・エれッの役割について学習する。
・゗ンタれダザセでの⅖⅝ゕゼミガと
⅑⅛Ⅰの役割を学習する。
・認証後に使えるようになるエれテ
ガには，どのようなものがあるか調
べる。

⅀⅄ℭズれタベれガの
活用[ⅾ℻ℾℽℿ]
⅀ⅅℭさまざまなズれ
タフズマ[ⅾ℻ℾℽ⅁]

・ズれタベれガの役割がどのような
ものか理解する。
・社会でのズれタベれガの活用例を
学習する。
・ズれタベれガで使用するズれタフ
ズマについて学習する。
・関係ズれタベれガを分析して，解
釈する。

⅀⅁゗ンタれダザセ上
のエれテガ[ⅾ℻ⅆ⅃]
ℵやℶダザセワれアが
つながらなくなった
ときの対応
⅀⅂情報ギキヘポスゖ
[p.98]

ℿⅆℭフズマ化とオ
ヒヘミれオペン
[p.78]

⅀ℽℭオヒヘミれオペ
ンの活用[ⅾ℻ⅅℽ]
実⅂⅂ℭオヒヘミれ
オペン

・フズマ化の考え方と，フズマの分
類について学習する。
・オヒヘミれオペンによるフズマの
評価について学習する。
・フズマ化とオヒヘミれオペンにお
ける注意点を学習する。
・スれパを決めて，表計算ソトセ
゙゚ゕでオヒヘミれオペンを行う。

る制御構造を組み合わせてナムィボビを
作成できる。[知]
る配列とポガセの意味と使い方を理解で
きる。[知]
る関数の意味と利用方法を理解できる。
[知]
る配列やポガセをナムィボビで使用でき
る。[思]
るズッザィを行い，ナムィボビを改善し
ようとしている。[主]
る物理フズマ，図的フズマ，数理フズマ
を理解できる。[知]
るフズマ化とオヒヘミれオペンにおける
注意点を理解できる。[知]
O表計算ソトゼ゚ゕでオヒヘミれオペ
ンを行う方法を身につけている。[知]
るフズマ化の方法や，フズマの適切性を
判断できる。[思]

・ズれタとは何か学習する。
・ズれタの尺度とは何か学習する。

・ナムィボビで制御構造を組み合わ
せる方法を学習する。
・ナムィボビの配列とポガセについ
て学習する。
・簡易な対話ナムィボビを開発す
る。
・ナムィボビでの関数の利用につい
て学習する。

ℿ⅄ℭ発展的なナムィ
ボビℾ[ⅾ℻⅄⅁]
ℵ問題ℶ⅄で割った余
りが⅀となる数の表
示
実⅂ℿℭ気まぐれ
AI[p.132]

ℿⅅℭ発展的なナムィ
ボビℿ[ⅾ℻⅄⅃]

⅀ℾℭダザセワれアと
゗ンタれダザセ
[p.90]

ℵやℶ゗ンタれダザセ
の今後の利用
⅀ℿℭ゗ンタれダザセ
の仕組み[ⅾ℻ⅆℿ]
ℵやℶ学校のウン
デヘれタの⅖⅝ゕゼミ
ガ
⅀⅀ℭエれッとアボ゗
ゕンセ[ⅾ℻ⅆ⅁]

・WWWについて理解する。
・電子ピれマについて学習する。
・情報ギキヘポスゖの機密性，完全
性，可用性を理解する。
・情報ギキヘポスゖを確保するため
の方法・技術について学習する。

⅀⅃ℭズれタの形式
[p.100]

11

る゗ンタれダザセとはどのようなもの
か，理解できる。[知]
る⅙A⅛とWA⅛の違いを理解できる。[知]
るナムセウマと，そのℾつであるⅡ⅐⅝ℼ⅖⅝を
理解できる。[知]
るマれタとヂドの役割を理解できる。
[知]
る⅖⅝ゕゼミガの調べ方が身についてい
る。[知]
るエれッとアボ゗ゕンセの役割を理解で
きる。[知]
る⅑⅛Ⅰの役割と動作の仕組みを理解でき
る。[知]

るWⅳⅰぺれカを閲覧する仕組みを理解でき
る。[知]
る電子ピれマを送受信する仕組みを理解
できる。[知]
る個人認証と暗号化について理解でき
る。[知]
るトゔ゗ゕ゙゜れマについて理解でき
る。[知]
るゼピ゗ン名とピれマゕゼミガ，Ⅲ⅟⅙の関
係を判断できる。[思]
るダザセワれアのセボドマが起こった際
に対応を判断できる。[思]
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る質的ズれタと量的ズれタの違いを理解
できる。[知]
る名義尺度，順序尺度，間隔尺度，比例
尺度の違いを理解できる。[知]
るあるズれタがどの尺度に当たるか判断
できる。[思]
るズれタベれガの利点を理解できる。
[知]
る銀行オガスビ,⅝⅜Ⅰオガスビでのズれタ
ベれガの利用方法を理解できる。[知]
るズれタベれガ管理オガスビの必要性を
理解できる。[知]
る関係ズれタベれガの操作ができる。
[知]
る関係ズれタフズマの利点を考えること
ができる。[思]



2

・
3
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⅀ⅆℭズれタ分析の流
れ[ⅾ℻ℾℽ⅃]
ℵやℶアムガ集計表の
結果の考察
⅁ℽℭ目的に合わせた
ズれタの利用
[p.108]

・ズれタ分析の流れと方法を学習す
る。
・分析の目的に合わせたズれタの利
用方法を学習する。
・適切なズれタの解釈方法を学習す
る。

・問題解決におけるズれタ分析の位置づ
けを理解できる。[知]
・ズれタの代表値とィボト化による分析
方法を理解できる。[知]
・アムガ集計の結果を分析できる。[思]
・欠損値や外れ値など，適切なズれタの
選択を判断できる。[思]
・ズれタ分析の結果と解釈を振り返りな
がら，ズれタ分析の改善をしようとして
いる。[主]


